
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演算装置を設けた制御部に接続され

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は静電容量方式のデジタイザに於いて、デジタイザの盤面と 入力ペンとの距
離を測定し、Ｘ ,Ｙ ,Ｚ座標に変換する。この３次元データから 入力ペンのペン先にか
かる加重を測定し筆圧データに変換し、筆文字入力を可能にするシステムである。
【０００２】
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たデジタイザと、前記制御部に接続され、先端に筆
の穂先を取り付けた信号入力ペンとを備え、前記制御部より矩形波を発生させて前記デジ
タイザに設けられている透明電極を駆動し、前記信号入力ペンと前記透明電極との間に発
生する静電容量結合量を検出する筆文字入力装置において、前記信号入力ペンのペン先が
、前記デジタイザ盤面に接触した状態で発生する静電容量結合量を信号としてとらえ、こ
の信号から前記制御部が演算処理を行い二次元座標データを求めて前記信号入力ペンの筆
跡データとし、また、前記信号入力ペンのペン先が、前記デジタイザ盤面から浮上した状
態で発生する静電容量結合量を信号としてとらえ、この信号から前記制御部が演算処理を
行い三次元座標データを求めて前記信号入力ペンのペン先にかかる筆圧データに変換し、
前記筆跡データと前記筆圧データとに基づいて筆文字データを作成することを特徴とする
筆文字入力装置。
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【従来の技術】
　従来デジタイザでの筆圧測定方法は、 入力ペンの内部にバネを内蔵させ、ペン先に
かかる圧力に応じて上記バネが圧縮されていた。この原理に基づきバネの縮んだ距離を筆
圧とし、筆圧に応じて線幅を決め筆文字を表しているのが一般的である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　従って上記従来技術の方式では、上記 ペン内部に内蔵したバネの加重特性のバ
ラツキが、そのまま筆圧に表れてしまう。筆圧精度を高めるには、バネの加重特性のバラ
ツキを押さえるか、個々のバネのバラツキ特性を測定しプログラムで補正する。いづれに
しても上記した方法では、コストや工数がかかり現実的ではない。そこで本発明は、筆圧
精度の高いデジタイザを提供することで忠実性の高い筆文字を再現することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、如上の課題に鑑みなされたもので、演算装置を設けた制御部に接続され

【０００５】
【発明の実施と形態】
　本発明のデジタイザは、静電容量結合方式を利用した座標入力装置で、コンデンサの性
質である交流信号は通すが、直流信号は通さない性質を利用して、デジタイザ盤面を介し
て ペンで検出した受信信号から座標データに変換する方式を採用している。
　筆文字を忠実に再現させる為に、筆跡と筆圧両方の正確なデータが必要である。上記デ
ータを得る為に、筆跡は従来のデジタイザでＸＹ座標の２次元データに正確に変換出来る
。
　次に筆圧は、 のペン先に筆の穂先を搭載し 穂先の沈み込みを測定し、沈
み込んだ距離に応じて筆圧に変換する。
【０００６】
【作用】
　筆跡をＸＹ軸の二次元座標データから筆圧をＺ軸の三次元座標データにて構成でき、

のペン先に筆の穂先を付けたことで筆文字が忠実に再現する。
【０００７】
【実施例】
　このデジタイザの構造と動作原理を説明する。まず制御基板１より矩形波を発生させデ
ジタイザに設けられている透明電極２を駆動する。 入力ペン３のペン先４を、デジタ
イザ盤面５に接触させるとガラス６が誘電体として働く。
透明電極２と上記 入力ペン３のペン先４の間で容量結合が発生し、 入力ペン３で
信号を検出し、その信号を増幅回路７で増幅する。制御基板１は、ＣＰＵが受信信号レベ
ルから演算処理を施し 二次元の座標データを確立する。
【０００８】
　次に ペン先４がデジタイザ盤面５から浮上した状態を示す図２の状態
についても、上記した実施例と同様に透明電極２と のペン先４の間で容量結
合が発生し、 入力ペン３で信号が検出できる。しかしこの状態の時は、デジタイザ盤
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たデ
ジタイザと、前記制御部に接続され、先端に筆の穂先を取り付けた信号入力ペンとを備え
、前記制御部より矩形波を発生させて前記デジタイザに設けられている透明電極を駆動し
、前記信号入力ペンと前記透明電極との間に発生する静電容量結合量を検出する筆文字入
力装置において、前記信号入力ペンのペン先が、前記デジタイザ盤面に接触した状態で発
生する静電容量結合量を信号としてとらえ、この信号から前記制御部が演算処理を行い二
次元座標データを求めて前記信号入力ペンの筆跡データとし、また、前記信号入力ペンの
ペン先が、前記デジタイザ盤面から浮上した状態で発生する静電容量結合量を信号として
とらえ、この信号から前記制御部が演算処理を行い三次元座標データを求めて前記信号入
力ペンのペン先にかかる筆圧データに変換し、前記筆跡データと前記筆圧データとに基づ
いて筆文字データを作成する筆文字入力装置を提案するものである。
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面５と ペン先４の接触状態よりも受信信号レベルが小さくなる。受信信
号レベルの大きさに応じて、浮上距離を制御基板１に設けられているＣＰＵにより計算し
、三次元座標データとして確立する。
【０００９】
　図３に示す 入力ペン３のペン先に、筆の穂先８を付けた状態で受信信号レベルがど
う変化したかを確かめた。デジタイザ盤面５に筆の穂先８が丁度接触した状態を基準とし
、 入力ペン３とデジタイザ盤面５までの距離をＺ１とし、その時の受信信号レベルも
併せて基準値として定義する。穂先８がデジタイザ盤面５に接触しないＺ０の時は筆圧が
無く字を書いていない状態と見なす。穂先８に圧力が加わったＺ２やＺ３の状態は、デジ
タイザ盤面５と穂先８に応じて受信信号レベルも変化する。本実施例で説明している
入力ペン３の先端部分に取り付けられている筆の穂先の材質は人工物、自然物のどちらで
も良い。
　この原理により三次元座標データが確定でき、筆圧に応じた筆文字入力が可能となる。
【００１０】
　図４に示したデジタイザ９の盤面構造は、ガラス板の裏面に透明な導電性の透明電極を
蒸着する。その４つ角に制御基板１に設けられているＣＰＵからの信号を入力するための
電極端子があり、左から時計回りにＡＢＣＤと決める。そして各々がＣＰＵのポートＡＢ
ＣＤに接続される。
【００１１】
　図５に示したデジタイザ９の座標検出方法は、制御基板１に設けられたＣＰＵのポート
Ａの端子を電極Ａに接続し 電極ＣをＧＮＤに接続する。上記ＣＰＵからポートＡに２０
ＫＨｚ程度の矩形波で駆動する。そうすると端子Ａから端子Ｃに向かい電流が流れ、透明
電極の抵抗は均一に蒸着されているため端子Ｃから端子Ａに向かい比例して信号レベルが
大きくなる。
【００１２】
　 入力ペン３で、デジタイザ９の盤面５を当接すると静電容量結合方式により信号を
検出でき、制御基板１に設けられているＣＰＵに内蔵されたＡＤＣにより受信信号の大き
さを測定する。この測定値はＡとＣの分圧抵抗に等しいため、 入力ペン３によりデジ
タイザ９の盤面５を当接した場所が、Ａ点とＣ点の比として求められる。同様にしてＢ点
とＤ点から／Ｃ点とＡ点から／Ｄ点とＢ点から比が求められ、 入力ペン３によりデジ
タイザ９の盤面５を当接した正確なＸＹ軸の２次元データ座標が確立できる。
【００１３】
　続いて、図６に示した 入力ペン３が、デジタイザ９の盤面５から浮上した状態の信
号検出方法は、接触時と同様の手順で行うが受信信号を駆動信号で割る 信号の大きさば
かりではなく信号の比で測定する。これも同様に４回計測し 浮上した 入力ペンの２
次元座標が確立できる。それに付け加えて浮上時の受信信号の大きさを接触時の受信信号
の大きさで割ることで、予め浮上距離により信号の減衰率を登録しておいたデータから浮
上距離も計算できる。
【００１４】
　この原理を応用し、図７に示すように 入力ペン３に筆の穂先８を付けた 入力ペ
ン３でデジタイザ９の盤面上５で文字を書くと、筆圧に応じて 入力ペン３の先端部分
に取り付けた筆の穂先８が沈み込み、正確な３次元座標データが検出でき、筆の筆圧に応
じた筆文字が再現できる。
【００１５】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば筆圧測定方法に本物の筆を使うことで、筆のタッ
チを損なうことなく、一人一人の個性 を忠実に再現できる。
　併せて、筆圧測定方法にバラツキの多いバネを使わないですむため選別コストや補正工
数もいらず、コストダウンも可能である。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　　デジタイザの構造と動作原理
【図２】　　ペン先が浮上した時の受信信号
【図３】　　信号入力ペンの先に筆の穂先を付けた状態
【図４】　　デジタイザの盤面構造
【図５】　　デジタイザの信号検出方式
【図６】　　信号入力ペンが盤面から浮上した状態の信号検出
【図７】　　筆圧に変換するメカニズム
【符号の説明】
１　　制御基板
２　　透明電極
３　　信号入力ペン
４　　ペン先
５　　デジタイザ盤面
６　　ガラス
７　　増幅回路
８　　穂先
９　　デジタイザ
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ７ 】
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